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可搬型装置を利用した現場分析への適用にも挑戦した．As, Cr, Pb 等の重金属類，および放射性元素の一つである U を
中心に評価を行った．元素分離には，近年公的分析法の前処理法として導入され始めた固相抽出法（Solid Phase 





態別分析では，汎用の高速液体クロマトグラフィー（HPLC）システムをスケールダウンし，従来の毎分 1 mL の送液速度を，
セミミクロ流速の毎分 0.2 mL まで落とし，これに，1 mL の追加液を加えて，通常の ICP-MS のネブライザーに導入するハイ




な，全自動分析装置（Auto-Pretreatment-System : APS) の開発に挑戦した． 
本研究の結果，極めて微量の Cr の形態別分析法を確立することに成功した．実際の河川水，水道水，大学内用水に
















  さらに本研究では，As の化学形態，Cr の価数別形態における高感度分離分析法を開発した．
ヒ素化合物の形態別分析では，汎用の高速液体クロマトグラフィー（HPLC）システムをスケー
ルダウンし，従来の毎分 1 mL の送液速度を，セミミクロ流速の毎分 0.2 mL まで落とし，これに，
1 mL の追加液を加えて，通常の ICP-MS のネブライザーに導入するハイフネーション技術の開発





装置（Auto-Pretreatment-System : APS) の開発に成功した． 
本研究により，極めて微量の Cr の形態別分析法を確立することに成功した．実際の河川水，水
道水，大学内用水に対し本研究成果を適用したところ，従来では検出が困難であった Cr の存在形
態比率を，数十 ppt から数 ppb の濃度範囲において明らかにした．本研究により，元素分析に適
用できる高選択性分離剤を系統的に分類適用し，新規な固相抽出前処理法を開発することに成功
した．本研究で得られた成果は，これまで利用されてきた汎用機器分析へ即時適用が可能であり，
かつ実用性の点で優れ，社会に十分に貢献できる優れた手法であるといえる．  
以上，学位論文，論文発表会における審査に基づき，博士（理学）に値するものと認定する． 
